




最近,学校検尿で発見された症例の事後管理も一部の地域ではそのシステムが実に徹底し

てきており対象症例の病態把握に大いに寄与している。しかし,かかる地域にあっても一部

の症例では進行悪化を阻止できず末期腎不全として管理せざるを得ない症例も出始めてい

る。このように多数例の安定症例の中にも将来が危倶されるような例が散見されており,

かかる症例に対する管理と治療の在り方が問題となってきた。 

今回,われわれは学校検尿で発見された5症例を含め計16例のSmall Kidney症例について

retrospective な観点から検討し小児期腎疾患の増悪因子の分析を行うととも

に,prospective にこれら症例の今後の適正管理の在り方脚よび各々の治療の在り方につ

いて検討した。 


